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主 要 な 拠 点

主要な借入先の状況

業務の適正を確保するための体制
及び当該体制の運用状況

連結株主資本等変動計算書

連 結 注 記 表

株主資本等変動計算書

個 別 注 記 表

（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

株式会社ＲＶＨ

「主要な拠点」、「主要な借入先の状況」、「業務の適正を確保するための体制
及び当該体制の運用状況」、「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」、
「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」につきましては、法令及び当
社定款の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://rvh.jp）に掲載することにより株主の皆様に提供しております。
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主要な拠点（2022年３月31日現在）
当社 本社（東京都港区）
株式会社リアルビジョン 本社（東京都新宿区）
株式会社ソアーシステム 本社（東京都新宿区）
株式会社上武 本社（東京都新宿区）、大阪支店（大阪市中央区）
株式会社Ｇｌｏｔｕｓ 本社（東京都港区）

主要な借入先の状況（2022年３月31日現在）
（単位：千円）

借入先 借入金残高
城南信用金庫 66,651
巣鴨信用金庫 32,764
株式会社日本政策金融公庫 29,493
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
当社が業務の適正を確保するための体制として取締役会において決議した事項は次のとおりでありま

す。
① 取締役及び従業員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
1） 法令・定款及び社会倫理を遵守した行動をとるための「企業行動規範」ほかコンプライアンス
体制に係る各種社内規程等を整備し、取締役及び従業員はこれを遵守する。

2） 法令上疑義のある行為等について、従業員等が直接情報提供を行う手段として内部通報規程を
定め、コンプライアンスの実効性を高める。

3） 重要な法的課題やコンプライアンスに関する事項等で業務執行上疑義が生じた場合は、顧問弁
護士等の外部アドバイザーへ相談し、助言を求める。
4） 代表取締役直轄の内部監査担当者により、取締役及び従業員による職務執行及びコンプライア
ンスの状況等について定期的に内部監査を実施の上、その有効性を評価し、必要な是正を行うとと
もに、管理部門と連携の上、必要に応じて社内教育・研修を実施する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、法令･社内規程に基づき、文書等作成、保存及び管理を行う。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
1） コンプライアンス、個人情報、品質、情報セキュリティ等に係るリスクに対処するため、リス
ク管理規程を制定するとともに、各部門においてガイドラインやマニュアルの作成・配布、研修の
実施等を行うものとし、組織横断的リスクについてはリスク管理責任者が状況把握、管理を行う。

2） 戦略意思決定等経営の重要事項の決定に伴うリスクについては、取締役会において管理を行う。
3） 不測の事態が発生した場合には、代表取締役社長を中心に、必要に応じ顧問弁護士等の外部ア
ドバイザーと連携し、損害の拡大を防止しこれを最小限にとどめるよう努力する。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
1） 法令に定められた事項のほか、経営の基本方針、年次予算その他重要事項等の決定、全社的な
経営目標の策定及び業務執行の監督を行うため、月１回の定時取締役会のほか、必要に応じて臨時
取締役会を適宜開催する。
2） 職務権限規程、業務分掌規程等の社内規程に基づき、職務執行の範囲及び責任権限を明確にし、
効率的に職務を遂行する。
3） 事業環境の分析、利益計画の進捗状況管理等、子会社における日常業務執行上の課題を討議す
るため、当社取締役、監査役及び子会社取締役のほか、適宜該当する部署の部長も出席する定例会
議において経営数値その他重要な情報に関する経営報告を義務付け、必要に応じて当社取締役が助
言と指導を行う。

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
子会社の取締役もしくは監査役を当社取締役から派遣し、子会社の職務執行の監視・監督を行うと

同時に、企業集団全体としての方針及び職務執行の法令遵守を徹底させる。
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⑥ 監査役がその補助すべき従業員を置くことを求めた場合における当該従業員に関する事項
監査役がその職務を補助すべき従業員を置くことを求めた場合においては、当社の従業員を任命す

る。また、業務遂行上必要な場合、監査役の職務を補助する従業員が取締役から独立して業務を行う
よう指示できる体制を整える。

⑦ 前号の従業員の取締役からの独立性に関する事項
前号の従業員については、取締役からの独立性を確保するために、任命、解任、人事異動について

は監査役会の同意を必要とする。

⑧ 取締役及び従業員が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
1） 取締役又は従業員は、法定の事項に加え、当社に著しい損害を及ぼす恐れがある事実があるこ
とを発見したときは、直ちに監査役会に報告する。

2） 監査役は、取締役会のほか重要な会議に出席し、取締役及び従業員から職務遂行状況の報告を
求めることができる。

3） 内部監査担当者は、監査役会と密接な連携を保持し、内部監査の結果を監査役会に定期的に報
告する。

4） 監査役会へ報告を行った取締役及び従業員に対し、当該報告を行ったことを理由として不利益
な取扱いをすることを禁止する。

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、全取締役と取締役会その他定例会議等を通じ、情報の共有及び意見交換を行うととも

に、会計監査人より定期的に会計監査内容について説明を受け、効果的な監査業務の遂行を図る。監
査役の職務執行に関して生じる費用については会社で負担するものとし、所定の手続きにより速やか
に処理するものとする。
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当事業年度における当該体制の運用状況の概要は次のとおりであります。
① コンプライアンスに関する取組みの状況

当社は、従業員に対し社内研修や会議体を通じてコンプライアンスに関する教育を実施すること
で、法令及び定款を遵守するための取組みを継続的に行っております。また、当社は「内部通報取扱
規程」を制定し、社内から独立した外部弁護士事務所を内部通報窓口とするコンプライアンスホット
ラインを設け、問題の早期発見に努めております。なお、当事業年度において発生した内部通報案件
はありません。
また、内部監査につきましては、代表取締役直轄の内部監査担当者が内部監査計画に基づき実施し

ております。

② 損失の危険の管理に関する取組みの状況
当社は、リスクの軽減、予防の推進及び迅速な対処のため、「リスク管理規程」を制定し、リスク

管理体制の強化を推進しております。また、グループ主要各社のリスク管理担当者と会議等を通して
個別事象及びリスク管理状況について情報共有を行っております。

③ 取締役の業務執行の適正及び効率性の確保に関する取組みの状況
当社の取締役会は、社外取締役２名を含む取締役３名で構成され、監査役３名（うち社外監査役は

２名）も出席しております。「取締役会規程」に基づき原則として毎月１回の定時取締役会を開催す
るほか、重要な事項に関しては適宜臨時取締役会を開催し、各議案についての審議、業務執行状況等
の監督を行っております。取締役会の運営にあたっては、経営上の重要な事項に関して、その分野の
専門家等にアドバイスを求めるほか、活発な意見交換がなされており、意思決定及び監督の実効性は
確保されております。

④ 当社グループにおける業務の適正の確保に関する取組みの状況
当社グループでは、毎月、関係会社定例会議を開催しており、各子会社役員から月次業績や経営計

画の進捗状況及び業務執行状況等についての報告を受け、質疑応答を行って情報の共有化を図るな
ど、子会社の経営管理体制の構築に努めております。また、グループ主要各社の取締役もしくは監査
役を当社取締役から派遣し、子会社の職務執行の監視・監督を行うと同時に、企業集団全体としての
方針及び職務執行の法令遵守の徹底に努めております。
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連結株主資本等変動計算書
（2021

2022
年
年
4
3
月
月
1
31
日から
日まで）

（単位：千円）

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 1,678,694 7,520,364 △7,548,267 △367 1,650,423

当連結会計年度変動額

新 株 の 発 行 25,025 25,025 50,050
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 ( △ ) △119,542 △119,542
株主資本以外の項目の当連結
会計年度の変動額(純額)

当連結会計年度変動額合計 25,025 25,025 △119,542 － △69,492

当連結会計年度末残高 1,703,719 7,545,389 △7,667,810 △367 1,580,931

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計その他有価証券

評価差額金
その他の包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 2,946 2,946 － 1,653,370

当連結会計年度変動額

新 株 の 発 行 50,050
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 ( △ ) △119,542
株主資本以外の項目の当連結
会計年度の変動額(純額) 2,843 2,843 1,405 4,249

当連結会計年度変動額合計 2,843 2,843 1,405 △65,243

当連結会計年度末残高 5,790 5,790 1,405 1,588,127
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連結注記表
１．継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

２．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（１）連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
連結子会社の数……………………４社
主要な連結子会社の名称…………株式会社上武

株式会社ソアーシステム
株式会社リアルビジョン
株式会社Ｇｌｏｔｕｓ

主要な非連結子会社の名称等……該当事項はありません。
連結の範囲の重要な変更…………当連結会計年度において、株式会社Ｇｌｏｔｕｓを新規設立したため、連結

の範囲に含めることとしました。

② 持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

③ 連結子会社の事業年度等に関する事項
すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

３．会計方針に関する事項
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券
市場価格のない株式等…移動平均法による原価法

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
① 商品及び製品 ………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）及び総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法により算定）

② 仕掛品 ………………移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に
より算定）及び個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法により算定）

③ 原材料及び貯蔵品 …最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法により算定）及び総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法により算定）

（３）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産…………定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備

を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定
額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ２～18年
機械装置及び運搬具 ２～７年
工具器具及び備品 ２～10年

また、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づき３年間で均等償却する方
法を採用しております。

② 無形固定資産
ソフトウエア ………市場販売目的のソフトウエアについては、販売可能な有効期間（３年）に基づく定額法、

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（２～５年）に基づく
定額法によっております。

③ リース資産……………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。
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（４）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金……………売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上するこ
ととしております。

② 賞与引当金……………従業員の賞与の支払いに備えるため、当連結会計年度に負担すべき支給見込額を計上し
ております。

（５）収益及び費用の計上基準
システム開発事業においては、開発の進捗に応じて顧客の資産が増加するとともに顧客が当該資産の支配を獲得
し、これに応じて当社グループの履行義務が充足されるため、一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間が
ごく短いソフトウェア開発を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間
にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、工事完成時に収益を認識することとしております。

（６）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

（７）その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 退職給付に係る会計処理の方法…退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
② 連結納税制度の適用………………連結納税制度を適用しております。
③ 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設された
グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目に
ついては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応
報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につ
いて、改正前の税法の規定に基づいております。

４．会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）
等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー
ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。
当社グループは、従来はソフトウェアの受託開発に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事に
は工事進行基準を、それ以外の工事には工事完成基準を適用しておりました。これを当連結会計年度の期首より、
一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間がごく短いソフトウェア開発を除き、履行義務の充足に係る進捗
度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、工事完了時
に収益を認識することとしております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って
おりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。
また、当連結会計年度の損益に与える影響もありません。

５．表示方法の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業
会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め
る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって連結貸借対照表価額とす
る金融商品を保有しておらず、連結計算書類に与える影響はありません。
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６．連結貸借対照表に関する注記

（１）有形固定資産の減価償却累計額 25,807千円

（２）担保資産及び担保付債務
担保に供している資産は次のとおりであります。
現金及び預金 10,000千円

担保付債務は次のとおりであります。
短期借入金 10,000千円

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（１）発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 19,330,560株 770,000株 － 20,100,560株
（注）普通株式の発行済株式の株式数の増加770,000株は、第三者割当による新株の発行による増加770,000株であ

ります。

（２）自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 600株 － － 600株

（３）剰余金の配当に関する事項
該当事項はありません。

（４）当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項
2021年９月14日取締役会決議分

目 的 と な る 株 式 の 種 類 普通株式

目 的 と な る 株 式 の 数 1,449,300株

新 株 予 約 権 の 残 高 14,493個（1,405千円）
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８．金融商品に関する注記
（１）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

資金運用については預金等の元本保証若しくはそれに準じる安全性の高い金融商品で行い、資金調達について
は主に銀行借入しております。当連結会計年度において、デリバティブ取引は行っておりません。
② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、各社
の管理部門が取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、回収遅延債権については、営業部門と連携し、速やか
に適切な対応を行う体制としております。
貸付金については、貸付先の信用リスクに晒されておりますが、信用リスクについては貸付先の状況を定期的

にモニタリングし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
営業債務である買掛金及び未払金は、原則として１か月以内の支払期日であり、流動性リスクに晒されており

ます。当該リスクに関しては、月次に資金繰り計画を作成、更新するとともに手許流動性の維持等により管理し
ています。
借入金は主に設備投資及び運転資金に係る資金調達を目的としたものであります。

（２）金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、市場価格のない株式等は含まれておりません。詳細につきましては、「(注)１.」をご参照ください。
連結貸借対照表計上額

（千円） 時価（千円） 差額（千円）

① 現金及び預金 1,039,943 1,039,943 －
② 受取手形及び売掛金 225,335 225,335 －
③ 未収入金 276 276 －
④ 短期貸付金 131,074 131,074 －
⑤ 長期貸付金 25,744 24,679 △1,065

資産計 1,422,374 1,421,308 △1,065
① 支払手形及び買掛金 20,380 20,380 －
② 短期借入金 10,000 10,000 －
③ 未払金 41,895 41,895 －
④ 未払法人税等 12,525 12,525 －
⑤ 預り金 7,668 7,668 －
⑥ 前受金 1,749 1,749 －
⑦ 長期借入金（※） 118,908 117,113 △1,794

負債計 213,127 211,333 △1,794

（※）長期借入金には１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

（注）１．市場価格のない株式等

連結貸借対照表計上額（千円）
投資有価証券
非上場外国株式 54,434

資産合計 54,434
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２．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
１年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 1,039,943 － － －
受取手形及び売掛金 225,335 － － －
短期貸付金 131,074 － － －
長期貸付金 913 24,831 － －

合計 1,397,266 24,831 － －

３．借入金の連結決算日後の返済予定額は、次のとおりであります。
１年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

短期借入金 10,000 － － －
長期借入金（※） 17,476 60,648 40,784 －

合計 27,476 60,648 40,784 －

（※）長期借入金には１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し
ております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算

定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係

るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する
レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
該当ありません。

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期貸付金 － 24,679 － 24,679
資産計 － 24,679 － 24,679

長期借入金（１年以内返済予定含む） － 117,113 － 117,113
負債計 － 117,113 － 117,113

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
長期貸付金
長期貸付金の時価は、一定の期間ごとに分類し、その将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指標を基
に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在

価値法により算定しており、レベル２に分類しております。

９．賃貸等不動産に関する注記
該当事項はありません。
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10．収益認識に関する注記
（１）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
報告セグメント

その他 合計
システム開発

人材派遣サービス 440,405 － 440,405
システム開発等 325,426 － 325,426
受託開発 433,259 － 433,259
産業用グラフィックス 1,703 － 1,703
その他 － 24,889 24,889
顧客との収益から生じる収益 1,200,795 24,889 1,225,685
その他の収益 － － －
外部顧客への売上高 1,200,795 24,889 1,225,685
（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、美容関連事業を含んでおります。

（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
連結計算書類「連結注記表 ３．会計方針に関する事項（５）収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載して
いるため、注記を省略しております。

（３）顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年度
末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情
報
① 契約資産及び契約負債の残高等

(単位：千円)
当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高）売掛金 194,618

顧客との契約から生じた債権（期末残高）売掛金 225,335

契約負債（期首残高）前受金、前受収益 39,556

契約負債（期末残高）前受金、前受収益 2,226
契約負債は、主に業務委託契約に基づいて、顧客から受け取った保守料等の前受金、及び金銭消費貸借契約に
基づいて、借主から受け取った貸付金利息等の前受収益に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴
い取り崩されます。当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額が、
19,255千円であります。
また、当連結会計年度において、契約負債が減少した主な理由は、貸付金の期限前弁済に基づき前受収益が減
少したこと等によるものであります。

② 残存履行義務に配分した取引価格
当社グループにおいては、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法を適用し、
残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客企業との契約から生じる対価の中に、取引価
格に含まれていない重要な金額はありません。
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11．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 78円94銭
（２）１株当たり当期純損失 6円06銭

12．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

13．その他の注記
資産除去債務に関する注記
当社及び連結子会社は、事務所等の不動産賃貸借契約に基づき、退去時における原状回復義務を資産除去債務と

して認識しておりますが、当該債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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株主資本等変動計算書
（2021

2022
年
年
4
3
月
月
1
31
日から
日まで）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他 資 本
剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

そ の 他 利 益
剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,678,694 5,956,541 1,560,167 7,516,708 △7,478,507 △7,478,507

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 25,025 25,025 25,025

当期純損失(△) △141,295 △141,295

株主資本以外の
項目の当期中の
変動額（純額）

当期変動額合計 25,025 25,025 － 25,025 △141,295 △141,295

当 期 末 残 高 1,703,719 5,981,566 1,560,167 7,541,733 △7,619,802 △7,619,802

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

自 己 株 式 株主資本合計 その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 △367 1,716,527 2,946 2,946 － 1,719,474

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 50,050 50,050

当期純損失(△) △141,295 △141,295

株主資本以外の
項目の当期中の
変動額（純額）

2,843 2,843 1,405 4,249

当期変動額合計 － △91,245 2,843 2,843 1,405 △86,996

当 期 末 残 高 △367 1,625,282 5,790 5,790 1,405 1,632,478
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項
（１）有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社及び関連会社株式……移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等………移動平均法による原価法

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当事項はありません。

（３）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産…………………定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については、定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下
のとおりであります。
建物附属設備 ５～15年
工具器具及び備品 ４年

② 無形固定資産
ソフトウエア ……………自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定

額法によっております。
③ リース資産……………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。

（４）引当金の計上基準
① 貸倒引当金……………………売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額
を計上することとしております。

② 退職給付引当金………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に
基づき計上しております。

（５）収益及び費用の計上基準
当社の収益は、子会社からの経営管理手数料となります。経営管理手数料においては、子会社への契約内容に応
じた受託業務を提供することが履行義務であり、業務が実施された時点で当社の履行義務が充足されることから、
当該時点で収益及び費用を認識しております。

（６）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 連結納税制度の適用…………連結納税制度を適用しております。
② 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設されたグループ通算制度へ
の移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税
制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年
３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号
2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の
規定に基づいております。

２．会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）
等を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取
ると見込まれる金額で収益を認識しております。
当社の収益は、子会社からの経営管理手数料となります。経営管理手数料においては、子会社への契約内容に応
じた受託業務を提供することが履行義務であり、業務が実施された時点で当社の履行義務が充足されることから、
当該時点で収益を認識しております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って
おりますが、繰越利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。
また、当事業年度の損益に与える影響はありません。
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３．表示方法の変更に関する注記
（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計
基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新
たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって貸借対照表価額とする金融商
品を保有しておらず、計算書類に与える影響はありません。

４．貸借対照表に関する注記
（１）有形固定資産の減価償却累計額 8,910千円
（２）関係会社に対する金銭債権及び債務 短期金銭債権 47,018千円

長期金銭債権 39,832千円
短期金銭債務 1,802千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高（収入分） 23,400千円
営業取引による取引高（支出分） 1,850千円
営業取引以外の取引による取引高（収入分） 422千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末日における自己株式の種類及び数
普通株式 600株

７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（単位：千円）
第26期（2022年３月31日）

（繰延税金資産）
退職給付に係る負債 583
貸倒引当金 3,655
関係会社株式評価損 52,649
資産除去債務 1,096
減価償却超過額 1,420
未払事業税 514
繰越欠損金 66,681
その他 1,465
繰延税金資産小計 128,065
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △66,681
将来減算一時差異等に係る評価性引当額 △61,384
評価性引当額小計 △128,065
繰延税金資産合計 －

（繰延税金負債）
その他有価証券評価差額金 △2,555

繰延税金負債合計 △2,555
繰延税金負債の純額 △2,555

（注）当事業年度における繰延税金資産の純額及び繰延税金負債は、貸借対照表の次の項目に含まれております。
第26期（2022年３月31日）

固定負債－繰延税金負債 △2,555
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８．リースにより使用する固定資産に関する注記
該当事項はありません。

９．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

属 性 会 社 等 の 名 称
議 決 権 等
の 所 有
（被所有）
割合（％）

関 連 当 事 者
と の 関 係 取引の内容

取 引 金 額
(千円) 科 目 期 末 残 高

(千円)

子会社 株式会社上武
（所有）
直接
100.0

経営指導
役員の兼任

経営指導料の受取
（注１） 1,200 － －
WEBサイト制作費
の支払
（注１）

50 その他流動負債 55

子会社 株式会社ソアーシステム
（所有）
直接
100.0

経営指導
役員の兼任

経営指導料の受取
（注１） 10,500 － －

コンサルタント業
務報酬の支払 1,800 － －

子会社 株式会社Ｇｌｏｔｕｓ
（所有）
直接
100.0

経営指導
役員の兼任
資金の貸付

経営指導料の受取
（注１） 900 － －

資金の貸付
（注２） 65,000 関係会社短期貸付金

関係会社長期貸付金
62,107

資金の回収 2,892

貸付金利息の受取
（注２） 422 － －

（注）取引条件及び取引条件の決定方法
１．取引条件は、市場価格等を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。
２．資金の貸付については、市場金利を勘案して金利を決定しております。

10．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表と同一であります。

11．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 81円15銭
（２）１株当たり当期純損失 7円17銭

12．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

13．その他の注記
資産除去債務に関する注記
当社は、事務所等の不動産賃貸借契約に基づき、退去時における原状回復義務を資産除去債務として認識してお

りますが、当該債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

― 16 ―

2022年06月06日 17時10分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）


